
あ
る
。
な
お
第
二
章
・
古
代
諸
思
想
と
養
生
伽
。
館
三
章
・
道
教
と
愛
生
思

想
。
第
四
章
・
仏
教
と
養
生
思
想
。
第
五
章
・
日
本
・
イ
ス
ラ
ム
・
イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
養
生
思
想
と
つ
づ
く
。

い
ず
れ
も
、
専
門
的
記
述
で
あ
り
、
我
が
国
の
研
究
レ
ベ
ル
を
内
・
外
に

示
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
方
面
の
研
究
や
興
味
を
も
た
れ
て
い
る

自
然
科
学
者
に
一
読
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
た
い
。

（
吉
元
昭
治
）

〔
平
河
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
Ｂ
５
判
、
八
二
九
頁
、

定
価
一
万
五
千
円
〕

本
書
は
、
初
代
李
杏
が
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
木
曽
菅
村
（
現
木
曽
郡

木
祖
村
菅
）
に
民
蘇
堂
眼
科
を
開
業
し
て
以
来
二
百
年
の
歴
史
を
持
つ
野
中

眼
科
六
代
目
の
移
り
変
わ
り
の
地
域
医
療
史
大
成
で
あ
る
。
上
製
箱
入
り
の

見
事
な
装
丁
に
ふ
さ
わ
し
く
、
内
容
も
実
に
豊
富
で
あ
る
。
約
三
十
・
ヘ
ー
ジ

の
グ
ラ
ビ
ア
で
木
曽
か
ら
松
本
へ
の
野
中
医
院
の
移
り
変
わ
り
、
歴
代
医
師

に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
眼
科
医
療
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
私
が
最
も
関
心
を
持

つ
、
古
医
学
書
の
数
た
が
カ
ラ
ー
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
い
れ
ら
れ
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

本
文
で
は
、
初
代
李
杏
（
一
七
六
五
’
一
八
二
九
）
が
文
政
六
年
（
一
八

二
三
）
か
ら
文
政
十
二
年
迄
京
都
で
遊
学
、
後
帰
郷
し
岐
蘇
（
木
曽
）
の
民

の
為
の
医
院
、
と
言
う
意
味
か
ら
「
民
蘇
堂
野
中
医
院
」
と
名
付
け
、
木

野
中
杏
一
郎
編
著
『
医
の
歳
月
野
中
眼
科
一
一
百
年
史
』

曽
の
最
上
流
に
あ
る
人
口
百
五
戸
の
山
村
の
小
さ
な
菅
村
に
門
戸
を
開
き
、

「
菅
（
す
げ
）
の
目
医
者
」
と
言
わ
れ
た
事
か
ら
始
ま
り
、
二
代
目
杏
庵
（
一

八
○
五
年
’
一
八
六
八
）
は
、
父
李
杏
の
勧
め
に
よ
っ
て
文
化
六
年
（
一
八

一
二
一
）
京
都
の
高
階
枳
園
の
門
下
と
な
り
、
門
人
筆
頭
に
推
さ
れ
、
紀
州
徳

川
家
へ
往
診
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
杏
庵
は
ま
た
、
長
崎
に
も
遊
学
し

て
い
る
。

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
帰
郷
し
内
科
、
眼
科
の
手
術
で
は
評
判
を
高

め
広
範
な
診
療
圏
を
持
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
杏
庵
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
菅
村
薮
原
に
私
塾
「
民
蘇
堂

塾
」
を
創
設
し
、
拾
数
人
の
医
師
を
養
成
し
て
い
る
。

三
代
目
杏
春
（
一
八
四
二
’
一
八
八
一
）
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
江

戸
に
遊
学
し
今
日
、
野
中
家
に
伝
わ
る
数
百
冊
の
古
医
書
を
購
入
し
「
藪
原

の
目
医
者
」
と
称
さ
れ
た
。

更
に
四
代
目
隆
太
郎
（
一
八
七
五
’
一
九
五
八
）
は
済
生
学
舎
で
学
び
県

眼
科
医
会
、
村
議
長
等
を
歴
任
し
た
。

五
代
目
茂
乗
（
一
八
九
八
’
一
九
四
八
）
は
大
正
十
三
年
東
京
帝
大
を
卒

業
後
名
古
屋
大
学
講
師
、
金
沢
大
学
助
教
授
を
経
て
、
昭
和
六
年
帰
郷
し
野

中
眼
科
を
継
承
し
て
い
る
。

戦
後
、
松
本
市
に
診
療
所
を
移
転
し
た
が
、
そ
の
間
郡
医
師
会
長
、
長
野

県
眼
科
医
会
会
長
、
日
本
眼
科
医
会
理
事
を
歴
任
し
て
い
る
。

そ
し
て
今
日
の
六
代
目
、
昭
和
三
十
年
東
京
医
科
大
学
卒
業
後
、
独
協
医

科
大
学
助
教
授
を
歴
任
し
現
地
で
開
業
し
て
お
ら
れ
る
編
集
者
、
杏
一
郎
先

生
へ
と
、
幕
末
、
明
治
、
大
正
の
地
方
史
、
世
相
の
資
料
考
証
を
挿
入
し
な

が
ら
、
小
松
芳
郎
氏
（
松
本
市
史
編
さ
ん
室
長
）
が
執
筆
を
加
え
て
い
る
。

(183）655



こ
の
著
書
の
中
で
最
も
興
味
を
持
っ
た
の
は
カ
ラ
ー
写
真
で
挿
入
さ
れ
て

い
る
、
二
代
目
杏
庵
の
残
し
た
、
『
家
伝
眼
科
秘
録
』
と
、
三
代
目
杏
春
の

『
泰
西
眼
科
全
書
』
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
家
伝
眼
科
秘
録
』
は
柚
木
流
秘
伝

耆
で
あ
り
、
写
本
の
写
真
を
見
た
か
ぎ
り
で
は
、
京
大
図
書
富
士
川
本
と
し

て
所
蔵
さ
れ
る
『
柚
木
流
眼
療
秘
伝
』
と
、
お
そ
ら
く
同
じ
で
あ
ろ
う
と
推

察
す
る
。
残
念
な
が
ら
文
中
に
柚
木
太
淳
に
学
ぶ
と
、
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

柚
木
太
淳
は
一
七
六
二
’
一
八
○
三
没
で
あ
る
辨
か
ら
、
二
代
目
杏
庵
が
誕

生
す
る
ま
で
に
死
去
し
て
お
り
、
柚
木
流
を
直
接
学
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
．
お
そ
ら
く
考
証
の
ち
ょ
っ
と
し
た
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。

次
に
『
泰
西
眼
科
全
集
』
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
写
本
は
、
宇
田
川

榛
斎
（
玄
真
）
が
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
秋
か
ら
同
十
一
年
夏
ま
で
約
一

年
を
費
や
し
て
翻
訳
さ
れ
た
と
、
さ
れ
る
が
未
刊
で
あ
り
、
本
文
五
冊
、
付

録
一
冊
の
計
六
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
。
当
時
眼
科
を
志
し
て
、
杉
田
玄
白
や
、

玄
沢
と
交
渉
を
狩
っ
た
、
人
物
が
お
そ
ら
く
玄
真
の
訳
書
を
書
写
し
、
利
用

し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
三
代
佃
杏
春
が
江
戸
で
買
い
求
め
た
と
考
え
れ
ば
、

翻
訳
さ
れ
て
か
ら
二
五
年
後
に
賭
入
さ
れ
た
郡
と
な
る
。

あ
る
い
は
、
二
代
目
杏
庵
が
写
本
を
し
た
と
す
れ
ば
杏
一
郎
先
生
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
『
泰
西
眼
科
全
書
』
と
現
在
、
研
医
会
図
書
館
（
静
嘉
堂
文
庫
）

に
有
す
る
『
泰
西
眼
病
方
序
説
付
余
録
』
（
表
紙
初
め
を
見
れ
ば
全
く
同
文

で
あ
る
）
の
内
容
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
と
も
比
較
検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。
最
後
に
三
代
目
か
ら
四
代
目
の
間
に
約
十
六
年
間
の
診
療
所
開
設
空

白
が
あ
り
、
普
通
な
ら
ば
貴
重
な
古
医
書
や
医
療
器
具
は
逸
散
す
る
事
が
多

い
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
三
代
目
杏
春
を
亡
く
し
た
二
十
五
歳
の
若
妻
な
み
と
、

親
族
の
献
身
的
な
努
力
、
さ
ら
に
女
手
に
よ
る
「
洲
気
散
」
な
る
売
薬
製
造

本
書
は
い
う
ま
で
も
な
く
宋
慈
著
『
洗
冤
集
録
』
（
一
二
四
七
）
と
そ
の

解
説
補
遺
版
に
当
る
許
漣
著
『
洗
冤
録
詳
義
』
の
完
訳
本
で
あ
る
。
監
修
者

で
本
会
々
員
で
あ
ら
れ
る
石
山
先
生
御
自
身
に
解
説
い
た
だ
く
の
が
一
番
で

あ
ろ
う
が
、
不
肖
私
が
お
引
受
け
し
た
。

本
諜
出
版
の
経
緯
を
ま
ず
記
し
て
お
こ
う
。
現
在
石
山
教
授
が
主
宰
さ
れ

販
売
に
よ
り
逸
散
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
今
日
ま
で
、
隆
盛
を
き
わ
め
て

来
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
の
現
在
地
へ
の
診
療
所

移
転
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
だ
け
数
多
く
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、

編
著
者
野
中
杏
一
郎
先
生
の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。
私
事
に
至
る
が
私
の
家
系
も
天
保
年
間
よ
り
医
家
と
し
て
継
続
し

て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
二
○
○
冊
も
の
眼
科
古
医
書
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
。
杏
一
郎
先
生
と
は
文
通
に
よ
り
御
指
導
を
得
て
い
る
一
人
で
は
あ
る

が
、
愚
生
も
眼
科
器
具
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
者
で
あ
り
、
大
い
に
啓

発
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。

貴
重
な
非
売
品
の
こ
の
御
著
書
を
寄
贈
し
て
頂
き
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共

に
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
、
大
切
に
保
管
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
奥
沢
康
正
）

〔
郷
土
出
版
社
（
松
本
市
）
、
一
九
八
九
年
六
月
、
Ａ
４
判
、

一
九
八
頁
、
非
売
品
〕

石
山
呈
夫
・
張
維
東
・
吃
文
喜
訳
『
洗
冤
集
録
・
洗
冤
録
詳
義
」

(184） 656


